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会社概要

１００年以上続く、大阪生まれの老舗機械商社

社名
椿本興業株式会社

TSUBAKIMOTO KOGYO CO.,LTD.

創業 大正5（1916）年10月1日

本社所在地

大阪本社

（本店）

〒530－0001

大阪府大阪市北区梅田3－3－20（明治安田生命大阪梅田ビル）

東京本社
〒108－8222

東京都港区港南2－16－2（太陽生命品川ビル）

資本金 2,945,915,516円 （2024年3月31日現在）

従業員数 ７５７名 （2024年３月３１日現在）

上場証券取引所 東京証券取引所 プライム市場 証券コード 8052
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ひと目でわかる椿本興業

これまでの１００年を、これからの１００年へ

創業1916年

売上高

1100億円

＋

営業利益

50億円

＋

社員数

750人

＋

マーケット指標
東証PRM 
8052

時価総額

約400億円

ROE（目標）

10.0%

＋

配当性向（目標）

30%

＋

技術商社

取引先社数

6500社

＋

拠点数

40拠点

＋

プロフェッショナル

300人

＋

事業規模 強み

¥

¥

¥
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動伝事業より派生した事業 商材の強み×販路の多さが特徴

IoT・AI技術を活用したデータの

収集・分析・解析システム構築の提案が強み

世界を「つなげる」ソリューション

エンジニアリング力を強みに

人手不足に対応

社会課題解決に貢献する成長事業

創業時からの歴史が証明する開発力

“高付加価値×オリジナリティ”

高付加価値商品の開発

事業ポートフォリオ

３つの主要事業と成長を期待する２つの事業で、さらなる成長を目指す

事業

地域

動力伝達部品を幅広く取り扱うコア事業

圧倒的な商品数と歴史で培った

不変の強み

商品提案力で顧客へと「つなぐ」

動伝事業 設備装置事業 産業資材事業

海外の工場設備案件の導線づくりや

海外で発掘・育成した商材の国内への普及を行う

成長事業

国内で培った商品力とソリューション機能海外事業 見えなかったモノの見える化を実現センシング事業

売上高

日本
アジア その他

49% 40% 11%

89% 9% 2%
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動伝

設備装置

産業資材

ビジネスモデル

多種多様なビジネスモデルで、最適なソリューションを提供する

仕入先 顧客

仕入先数 × 商品数 ＝ 商社力
多種多様な仕入ネットワークと商品数

トップシェア × ブランド力 ＝ 利益率
市場トップシェアメーカーの圧倒的な商品力

技術商社としての強み
単なる商品提案にとどまらず

据付工事・アフターサービスまで

トータルでの技術支援が可能

高付加価値商品の提案・提供
顧客課題解決・商品の機能を最大限に発揮する提案

必要とされる開発力
市場ニーズを反映した自社開発商品

⚫ 椿本チエイングループ

⚫ 先端技術関連メーカー

⚫ 機構部品メーカー

⚫ 椿本チエイングループ

⚫ 生産設備メーカー

⚫ ロボットＳＩＥＲ 他

⚫ 協力会社（製造）

⚫ 素材メーカー 他

⚫ 製造業（自動車、鉄鋼関連…）

⚫ 機械メーカー（半導体関連…）

⚫ 官公庁他

⚫ 製造業

（自動車、環境・食品関連）

⚫ 物流センター

⚫ 公共・研究機関他

⚫ 製造業（医療、自動車関連…）

⚫ 素材加工メーカー 他
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設備装置

動伝

モーション
コントロール

チェーン

新規
ビジネス

モビリティ

マテハン

産業資材

マーケティング機能

椿本チエインとの関係性

強力で重要なパートナー、世界NO.1商品を強みに

世界

トップシェア

商品

強固な

アライアンス

構築

コ・ワーク

による

商品開発

タイミングチェーン

大手
自動車
メーカー

椿本
チエイン

当社

伝動チェーン 駅のホームドア

EV充放電装置

▌事業関係性 椿本チエイン

当社

兄弟で創業

100年来の協力関係

売上高構成比は

3割前後で推移
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強みと弱み

強みを生かし、弱みを伸び代に

1 技術力

⚫ 技術室×施工管理＝プロフェッショナル集団

⚫ 専門的な知識でモノづくりの課題を解決

2 エンジニアリング力

⚫ 幅広く専門性の高いパートナー企業

⚫ 要望に応じた最適なソリューションの提供

3 販売ネットワーク

⚫ 地域戦略（エリア制）と国内販売店戦略

⚫ グループを含めた

国内販売拠点は100超

強み

商品力
強固な

取引先基盤

グローバル

ネット

ワーク

歴史と

信頼関係

経験と

ノウハウ

弱み

新規

ビジネス

商品数
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1,200

1,800

成長戦略

収益力を追求 未来の”ありたい姿”に向かって

（億円）

※成長イメージ（長期ロードマップ）

既存成長

企業価値
向上

長期ビジョン次期中期経営計画中期経営計画ATOM2025

FYE2023 FYE2030

事業戦略

変革成長

新規成長 新事業領域拡大

⚫ 事業ポートフォリオ再構築

⚫ 事業規模拡大

M＆A （商品）
（人材）

事業連携・承継

新規ビジネス

⚫ 安定成長 ： 重点業界・高付加価値化

⚫ 拡大成長 ： 新分野（脱炭素社会）
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成長戦略

事業

戦略

財務

戦略
ROE向上

PBR改善

ESG

戦略
人的資本

DX投資
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海外事業

海外取引の規模感を売上高比率で２０％に

0

6,000

12,000

FYE2021 FYE2024

売上高（事業規模）

0

2,500

5,000

FYE2021 FYE2024

シンガポール タイ 中国（上海）

0

200

400

600

800

FYE2021 FYE2024

韓国 香港 インドネシア ベトナム

0

1,000

2,000

3,000

FYE2021 FYE2024

開発戦略本部の一部門（海外担当）（百万円） （百万円）

売上高（事業規模） 売上高（連結子会社） 売上高（持分法適用会社） 売上高（海外部門）

（百万円） （百万円）

1992 1996 1999 2002 2005 2011 2019

シンガ
ポール

タイ
韓国

香港

中国
（上海）

インドネシア

ベトナム

2011

ホーチミン駐在員事務所

2018

ミャンマー駐在員
事務所

2010

ジャカルタ駐在員事務所

米国・欧州

質の向上

インド進出？

海外戦略

商品開拓

次なる一手
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

売上高 営業利益
売上高
（百万円）

売上高／営業利益の推移

過去最高売上更新・さらなる成長に向けて

営業利益
（百万円）

FYE2015 FYE2020 FYE2025

1,000億円
達成

次期中計中期経営計画ATOM2025前中計
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中期経営計画 『ATOM2025』

2030年に向けて経常利益のさらなる増加を目指す

社是

ミッション

ステートメント

サステナビリティ基本方針

重点課題（マテリアリティ）

新中期経営計画

「ATOM2025」

▌理念体系
吾々は社業を通じて、社会に貢献することをモットーとする。

吾々はその繁栄を常に怠りなき商品の開発と

たゆみなき販路の開拓によって達成させる。

Advanced Technology for Optimum Machinery
（最先端の技術で最適な機械をお客様に提供します）

OUR MISSION OUR CONCEPTOUR VISION

中長期的な利益の拡大と持続的な企業価値の向上
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中期経営計画 『ATOM2025』

一年間の進捗と最終年度に向けて

重点業界の深耕 物流・環境・自動車業界

新たな分野へのアプローチ強化 半導体・EV分野

高付加価値商品の販売拡大 開発実績・輸入商品数

脱炭素社会における事業機会の探索 SDGs貢献商品・販売数

人的資本への投資 待遇改善・採用強化

DXの推進 デジタル技術の活用

サステナビリティ経営の推進 人的資本施策の強化

マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ

ATOM
2025

7 Priority 
Policies

事業

戦略

経営

基盤

強化

1

2

3

4

5

6

7

進捗状況重点施策
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中期経営計画 『ATOM2025』 マテリアリティ

持続的な成長と社会課題解決を目指す

⚫人的資本施策の強化

⚫自動化社会への対応

⚫高付加価値化戦略

⚫海外事業強化

サステナビリティページはこちら

脱炭素社会への対応

脱炭素社会への

移行加速

⚫デジタル関連分野の

強化

⚫ DX投資による

生産性向上

サステナビリティ経営を

重視した健全な

事業活動の推進

少子高齢化・

人材確保難
デジタル社会の進展 ESG投資の拡大

https://tsubaki.co.jp/ja/ir/sustainability/
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待遇改善

中期経営計画 『ATOM2025』 人と環境にやさしい取り組み

サステナビリティ経営の推進

⚫ 社員のコミュニケーションの向上と業務効率改善

⚫ 次の１００周年に向けた新たなブランドイメージの発信

⚫ コラボレーション（共創）の促進

⚫ 働き方改革、働きやすい職場を目的とした職場環境

主要拠点のフリーアドレス化を実施

平均

9% UP

22万円 25.5万円 27万円

2022年 2023年 2024年

DXの推進

健康経営優良法人認定へ

初任給改定1

若年層の給与2

残業時間 「0」 を目指すための体制・仕組み作り3
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中期経営計画 『ATOM2025』 財務・非財務目標

2022年度 （実績） 2025年度 （目標）

財務目標

経常利益 （億円） ※1 45 53

ROE （%） ※１※２ 9% 10%

非財務目標

人的付加価値 ※３※４ 100 108

特定資格者 ※3※5※6 100 105

女性総合職比率 （%） ※5 5% 8%

男性育休取得率 （%） ※5 82% 100%

※1 一過性の影響等、特殊要因を除く ※2 親会社株主に帰属する当期純利益／自己資本 ※3 2022年度を100とした場合の指数表示

※4 付加価値額（売上総利益）を人件費で割って算出 ※5 単体（椿本興業株式会社）の数値 ※6 監理技術者資格保有者数
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中期経営計画 『ATOM2025』 財務戦略

資本効率を高め、企業価値向上へ

9.0 9.1

12.0 11.7

18.1

15.5

10.4 10.8 11.4 10.8

0.57 0.58 0.66 1.00 0.99 0.92 0.84 0.75 0.77 1.07 

6.9 6.2 6.0
8.9

5.8 6.0
8.7

7.2
7.1

10.7

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

0

5

10

15

20

FYE2015 FYE2016 FYE2017 FYE2018 FYE2019 FYE2020 FYE2021 FYE2022 FYE2023 FYE2024

ROE PBR PER

（%） （倍）

10％以上

ROE目標

6～8％

株主資本コスト

1倍超

PBR

※ CAPMベースにて推計
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中期経営計画 『ATOM2025』 配当方針

配当性向30％を目標に、安定配当を継続

目標の期間損益を上回る状況になれば、記念・特別配当により積極的に株主還元します

0%

10%

20%

30%

0

20

40

60

80

FYE2018 FYE2019 FYE2020 FYE2021 FYE2022 FYE2023 FYE2024 FYE2025

（予想）

中間配当 期末配当 記念・特別配当 配当性向

※ 株式分割（1：3）影響を加味し遡求修正しております。

（円）

設立
80年

連結売上

1000億円
達成

連結売上

1000億円
2期連続達成

創業
105周年

連結売上

1000億円
達成・回復

商号使用
80周年
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株主優待

株式分割による優待実質拡充から、さらに優待内容を拡充！増額＆長期保有特典を追加！

保有株式数 優待内容

100株以上 1,000円分

200株以上 2,000円分

300株以上 3,000円分

株主優待内容維持

実質拡充

鉄腕アトムオリジナル

QUOカード

保有株式数 優待内容

100株以上 2,000円分

200株以上 3,000円分

300株以上

継続保有期間3年未満：

4,000円分

継続保有期間3年以上：

5,000円分

株主優待内容変更

さらなる拡充へ
年２回

普通株式を

1：3に分割
（2024年４月１日付）

寄付OR

年２回
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IRメール配信サービス

当社ホームページに掲載された

最新IRニュースをいち早くお届けします。

WEBサイト・メール配信サービス

WEBサイト
「個人投資家の皆さまへ」

個人投資家の皆さまに向けて

IR情報を発信するページを新設しました。

ページはこちら 登録はこちら
IRマンガ

公開中！

https://tsubaki.co.jp/ja/ir/individual_investor/

https://tsubaki.co.jp/ja/ir/individual_investor/


当資料は、投資判断の参考となる情報の提供を目的としているものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。

また、記載されている内容は、資料作成時点の当社の判断に基づくものであり、記載された将来の計画数値、

施策の実現を確約したり、保証するものではありません。

当資料の情報は、断りなく変更されるものである点をご了承ください。

お問い合わせ先

椿本興業株式会社 経営戦略本部

ir-sec@tsubaki.co.jp


